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IWATA BOLT（THAILAND）CO. ,LTD.
ISO9001：2015 年版及び IATF16949：2016 年版の認証取得

IWATA BOLT （THAILAND） CO. ,LTD.   
Assistant Production Engineering Manager　徳永　鉄平

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••
　IWATA BOLT（THAILAND）CO. ,LTD で
は「お客様第一」が最重要課題と考え，QCDS

（品質，コスト，納期，サービス）の向上に努め
ております。
　2014 年 に 工 場 を 立 ち 上 げ，2015 年 に は
ISO9001（2008 年版）を取得し製造を続けて参
りましたが，タイ国内のお客様の約 8 割が車
両，車両部品という事情のため，IATF16949 の
取得が不可欠であり ISO9001（2015 年版）と

IATF16949（2016 年版）を認証取得致しました。
　工場も 2018 年に拡張工事を行い，お客様の
ニーズに合わせて機械の増設を進めております。
今後も「お客様第一」を常に意識し，タイ営業
所，タイ工場と組織的に取り組むことでお客様
へより良い製品を提供できますよう，努めさせ
ていただきます。今後とも皆様のご指導，ご鞭
撻の程，よろしくお願い申し上げます。

◦拡張工事を行ったタイ社屋 

◦ ISO9001：2015 　　　　◦ IATF16949：2016
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IWATA BOLT （THAILAND）CO. ,LTD.
AYUTTHAYA （アユタヤ） 分室　開設のお知らせ

IWATA BOLT （THAILAND）CO. ,LTD.
Branch Manager　清水　一久

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••
拝啓　時下ますますご盛栄のこととお慶び申し上げます。
平素は，格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。
　さて，この度，IWATA BOLT（THAILAND）CO. ,LTD. は，下記住所にアユタヤ分室を開
設いたします。バンコクから北のエリア，アユタヤ，サラブリ，パトゥンタニ地区の営業強化
をし，サービス面での満足度向上を引続き図って参ります。今後とも一層のお引立て賜ります
ようお願い申し上げます。　
　まずは，略儀ながら書中をもちましてご挨拶申し上げます。

敬具
記

会社名／分室名：IWATA BOLT（THAILAND）CO. ,LTD.AYUTTHAYA OFFICE
営 業 開 始 日：2019 年 5 月 21 日
住 所：139 Moo 3 Thavornkanlapachai Bd.2nd Floor,Asia Bangpain 

Road,T.Klongsuanplu A.Ayutthaya Ayutthaya 13000  Thailand
電 話 番 号：+（66）35－930－646
F A X 番 号：+（66）35－930－647
現 地 責 任 者：清水　一久　（Branch Manager）
常 駐 責 任 者：若原　貴是　（Assistant Sales Engineering Manager）



3

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

Imasen Philippine Manufacturing Corporation 様より
「BEST IN QUALITY」を受賞

IWATA BOLT SINGAPORE PTE LTD
Branch Manager　向田　圭太

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••
　Iwata Bolt Singapore Pte Ltd はこのたび Imasen Philippine Manufacturing Corporation 様よ
り「BEST IN QUALITY」を受賞致しました。同社はフィリピンにおいて生産した自動車用シ
ートアジャスタ等の製品を，自社の海外工場などに輸出しておられます。毎年 1 回開催される
IPMC Suppliers Day では約 40 社を集め品質，価格などに優れた取引業者に対する表彰を行っ
ておられますが，当社は昨年に続いての受賞となりました。当社はフィリピンに拠点を持たず，
シンガポールからの輸出販売と定期的な営業活動を展開し，今後も現地拠点を置く業者と引け
を取らない充実した活動を心掛け，これまで以上のご評価を各社様から頂けるよう社員一同取
り組んで参ります。
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オハイオ社屋　拡張工事完了のお知らせ
IWATA BOLT USA,  INC.

VICE PRESIDENT　平賀 信行
•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

拝啓　時下ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。
平素は，格別なるご高配を賜り厚く御礼申し上げます。
　この度，オハイオ社屋の拡張工事が完了致しましたのでお知らせ致します。これもひとえに
皆様のご愛顧の賜物であると深く感謝しております。
　オハイオ社屋には，USA の本社機能，生産部門のオハイオ工場，販売部門のオハイオ支店が
入っております。トランプ政権の下，貿易戦争の影響で北米内での需要が拡大する可能性があ
ります。得意先様の現地生産比率アップに貢献出来る様に生産設備の増強を行う予定をしてお
ります。
　今後ともより一層のお引き立てを賜りますようお願い申し上げます。

敬具
記

会社名／支店名　：　IWATA BOLT USA,  INC.
　　　　　　　　　　本社，オハイオ工場，オハイオ支店
拡張工事完了日　：　2018 年 10 月 21 日
住 所　：　102 Iwata Drive
　　　　　　　　　　Fairfield,  Ohio 45014 USA
電 話 番 号　：　+1－513－942－5050（変更無し）
F A X 番 号 ：　+1－513－942－5566（変更無し）
延 べ 床 面 積　：　既存社屋　　10,901㎡ （3,297.6 坪）
　　　　　　　　　　増築部　　　 7,420㎡ （2,244.6 坪）
　　　　　　　　　　合計　　　　18,321㎡ （5,542.2 坪）

◦アメリカ オハイオ州　オハイオ社屋航空写真
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上田営業所　移転のお知らせ
上田営業所　所長　鈴木　一浩

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••
拝啓　時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。
平素は格別のお引立を賜り厚くお礼申し上げます。
　さて，この度上田営業所を下記に移転することになりましたのでお知らせ致します。
今後とも一層のお引立賜りますようお願い申し上げます。

敬具　　　
記

営業開始日 ：　2018 年 11 月 26 日（月）
新 住 所 ：　〒 386－0005

長野県上田市古里 42 番地 25
電 話 番 号 ：　0268－26－1295（代表）　変更なし
FAX 番号 ：　0268－26－1259　　　 　変更なし

以上

　　　　　　　　　　　◦移転した上田営業所と上田営業所所員一同
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MITSUBA VIETNAM CO. ,LTD（MVC）様にて
【VA・VE 商品展示会及び，ねじ締結勉強会】を開催

IWATA BOLT SINGAPORE PTE LTD
　Branch Manager　向田　圭太

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••
　2018 年 9 月 14 日（金）MITSUBA VIETNAM CO. ,LTD 様にて，VA・VE 商品展示会及びね
じ勉強会を開催させて頂きました。
　MITSUBA VIETNAM 様はベトナム・ホーチミン近郊にてパワーリレー，ワイパーブレー
ド，四輪車用ホーン，バッテリーリレー，リアワイパーアーム及びブレード，フュエルポンプ
モジュール，ファンモーター，ウインドシールドウォッシャーポンプ等の自動車用部品を生産
されております。私どもはベトナムに拠点を持っておりませんが，シンガポールが展開地域と
して同社を含む各社に輸出販売と定期的な営業活動を行っております。
　今回は購買部門を通じて開催の機会を頂き，オリジナル商品を中心とした VA，VE 提案事例
の展示，並びに「会社概要案内」「ねじの製造方法」についてプレゼンテーションを実施したと
ころ，エンジニアリング部門や品質管理部門など多数の方々がご参加下さいました。皆様から
はねじ部品の計量方法をはじめ，自動車を中心に採用される当社のオリジナルの工数削減や緩
み止め機能の対応製品に関心をお寄せ頂いております。これをきっかけに新たなお引き合いを
頂けるよう日々確認を進めて参りたいと思います。
　末筆になりますが，このたびご多忙にも関わらずこのように貴重なお時間を賜りましたお客
様の関係者各位にはこの場を借りて厚くお礼を申し上げます。
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市光工業株式会社様にて「VA・VE 商品展示会及び
　 ねじ締結勉強会」を開催

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　SOFI 課　佃　聡平
•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

　2019 年 1 月 21 日（月）市光工業株式会社様にて「VA・VE 商品展示会及びねじ締結勉強会」
を開催させて頂きました。
　市光工業株式会社様は主に自動車用ヘッドランプ部品・リアコンビネーションランプ部品，ミ
ラー部品を中心に開発・製造・販売をされており，国内 3 工場他，海外 4ヶ国に製造工場を持
ちグローバルな生産体制を確立されております。一段と進む自動車業界のグローバル化に対応
すべく，パートナーである VALEO との事業提携等を通じてアジア，欧州，北米，南米などへ
と世界的な供給体制の拡大も行っております。
　今回，ミラー設計部署の方を中心に 26 名御来場頂き，勉強会では「ねじ製造の工程」，「ねじ
締結について」，「ねじのゆるみについて」，「ねじの破壊」について開催，多数のご質問ご要望
を賜りました。
　また同時開催致しました VA・VE 提案商品展示会では，振動による緩み，ダイカスト・樹脂
相手材のタップレス化，締め込みトルクを低減させるタッピンねじ等の具体的な問い合わせも
頂き，弊社のオリジナル製品・各種試験設備の説明をさせて頂いております。
　今後も進んでいきますグローバル化によるコストダウン，安定品質及び安定供給に協力すべ
く弊社としても，積極的な提案を進めていきたいと考えております。
　最後にご多忙の中，貴重な機会を頂きました市光工業株式会社様の各関係者様並びにご来場
頂きました皆様へこの場を借りて厚く御礼を申し上げます。

◦勉強会の様子 ◦展示会の様子
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『TOTO バスクリエイト㈱』様でねじ勉強会・展示会を開催

  千葉営業所　大野　幸太
•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

　夏が終わりを告げ，秋の装いを始めた 9 月 11 日（火）に千葉県佐倉市にある『TOTO バスク
リエイト㈱』様で展示会・勉強会を開催させていただきました。60 余名の方が参加していただ
きました。
　「衣食住足りて礼節を知る」と言う言葉がありますが，『TOTO バスクリエイト㈱』様はその

「住」の，一日の終わり，仕事や休日の憩いの後の疲れを癒し翌日の活力を生み出す「バス（浴
室）」の空間プロデュースや演出をされている会社になります。本年 8 月新しい浴室の空間を提
案する「SYNLA」シリーズも発表されました。
　勉強会は「ねじの製造」「締付管理」「タッピンねじ－オリジナル製品」の紹介をさせていた
だきました。「ITP シリーズ（樹脂素材別）」やアルミニウム材に最適な「ITAL」。マグネシウ
ム材に適したタッピンねじ「ITM」等々。
　「ねじの製造」他の説明では，締結部品としてのねじ・ボルトの重要性は認識されていました
が，最適な製品を選定，あるいは VA・VE をする事により大幅な作業性改善・品質向上・機能
アップ・コストパフォーマンスが出来る製品であると再認識していただけました。
　展示会で展示させていただいた製品群にも，多々興味を持っていただき，技術的な質問から
具体的導入を視野に入れた質問も数多く受けました。
　新しい技術の導入に関しての進取の精神と，長い歴史に裏付けされた伝統技術との融合を前
向きに考えている会社になります。そうした『TOTO バスクリエイト㈱』様へ常に新しい技
術・工法や製品の提案と，安心して使用していただく為の品質保証に裏付けされた製品を安定
的に供給させていただくようこれからも精進してまいります。

◦勉強会にて説明する大野さん（前方正面左）
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第 23 回機械要素技術展　日本ものづくりワールド 2019
「未来に向けて進化する締結技術 Made by IWATA BOLT」

～次世代技術との融合～
五反田営業所　統括所長　篤　賀津男

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••
　モノづくりの最先端技術が一堂に集まる「第
23 回機械要素技術展（M－Tech）」が 2 月 6 日
から 2 月 8 日の 3 日間にわたり，東京ビッグサ
イトで開催されました。出展社数 1,302 社，来
場者数 66,049 人を動員し，盛況のうちに閉幕致
しました。
　機械要素技術展では，日本の誇る精密加工技
術や，世界一，業界初などものづくりの最先端
技術が一堂に出展します。全国から出展する中
小企業は，小型化，軽量化など課題を持った設
計者，開発者と商談し，圧倒的に売上をあげて
いる展示会として知られています。出展対象と
して軸受・ベアリング，歯車・変減速機，モー
タ・アクチュエータ，ドライバ・コントローラ，
油圧空機器，機構部品，ばね，ねじ・締結技術，
接合・溶接・切削技術，加工技術，表面処理，バ
リ取り・表面仕上げ，洗浄機，計測機器・セン
サ，工具，部品供給，企業・工場誘致など多数
の企業が出展，各ブースでは新製品の紹介や来
場者が抱える課題解決に向けての面談が進むな
ど，活気に満ちた展示会となりました。ねじ関
連からは国内はじめ中国，台湾，タイ，韓国な
どからも多数企業が出展しそれぞれ特有の製品
や技術，サービス力をアピールして居りました。
　当社は「未来に向けて進化する締結技術 
Made by IWATA BOLT」をテーマに，締結部
品の新たな挑戦として，新製品・工数低減・安
価な緩み止め，作業性向上，いたずら防止，軽
量化，モジュール対応・環境対応，実演コーナ
ー，VA 事例品等を展示させて頂きました。今
回出展致しました製品，機能について以下ご紹
介させて頂きます。

〈新製品〉
（1）FFTボルト（薄板への固着ボルト）
　近年，部品軽量化に伴う薄板化した板材に対
して従来の溶接ボルトでは熱影響により固着自
体が困難であったり，溶接に伴うスパッタ除去
工数の増加が問題になっています。かしめ固着
において特殊な座面の突起と段部形状により高
い締付けトルクに耐え得る固着強度を持つ薄板
かしめボルト FFT ボルトを開発しました。使
用目安は M6 サイズで相手の固着版の厚さは
0.6mm～0.8mm です。
（2）APボルト（挿入性向上・ねじ山のかじ
り防止ボルト）

　締結を行う際の作業体制が不安定で締付ける
ボルトが相手めねじに対して傾いて挿入される
様な場合，ねじ山のかじりや焼き付きが生じや
すくなります。AP ボルトはこの様な問題を解
決するかじり防止ボルトです。斜めに挿入され
た場合でも，ボルト先端の特殊な案内部により
空転することなく傾き角度を修正して締付けら
れます。適用サイズは M4～M12 です。

〈機能性向上製品〉
（1）ITP－1／ITP－2／ITP－JS（オリジナ
ル樹脂用タッピンねじシリーズ）
 ITP シリーズはガラスを多く含有する樹脂材

専用のタッピンねじとして開発されました。近
年の強度アップと軽量化のニーズにより樹脂材
へのガラス添加量は高まっておりそれに伴い樹
脂割れ等の不具合発生も増えてきています。相
手樹脂材とガラス含有率の用途に合せて特殊ね
じ山形状により樹脂割れを防止でき，低いねじ
込みトルクと高い破断トルクで信頼性の高い締
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結が可能です。タイプは相手材の用途に応じて
ITP－1，ITP－2，ITP－JS の 3 種類御座います。
適用サイズは 3mm 径から 5mm 径です。
（2）サーマガード
　耐食性，耐熱性，耐電食性に優れた特殊コー
ティングです。近年の製品の軽量化に伴いアル
ミ材への用途が多く，耐異種金属腐食（電食）
に抜群の効果を発揮します。耐熱性能 450℃，
塩水噴霧試験 2, 000 時間以上の性能を持ちま
す。

〈安価なゆるみ止め製品〉
（1）IBロック
　精密ねじから小径ねじまで相手のめねじにダ
メージを与えず高いゆるみ止め性能，戻り止め
性能を持っております。2 時加工を必要としな
い為，他の戻り止め製品と比べ締付けトルクの
安定化と大幅なコスト低減が可能となります。
適用サイズは M1.4～M5 です。
（2）SLボルト
　脱落防止機能を持ったゆるみ止め・戻り止め
ボルトです。他製品では脱落防止機能には 2 次
加工が必要ですが SL ボルトはねじ山に微小突
起を付けることで相手めねじのフランク面と接
触してボルトの回転を阻止し戻り止め機能を発
生させます。適用サイズは M1.7～M10 です。
（3）UPSナット Fタイプ／Pタイプ
　F タイプはめねじのねじ山角度を変えること
で標準ボルトとの勘合で優れたゆるみ止め性能
を発揮することが出来，バラツキが少なく安定
した締結が可能です。又，ねじ山のピッチ差を
利用して脱落防止機能を備えた P タイプの 2 種
類が御座います。適用サイズは M5～M14 です。

〈工数低減が可能な製品〉
（1）FFボルト
　かしめ工法の為，相手材を選ばずに固着し溶
接出来ない材料にもボルト取り付けが可能です。
前述の薄板用 FFT ボルトの標準タイプとなり
ます。適用サイズは M3～M10 です。

（2）ピアスナット
　下穴不要のかしめナットです。プレスの内製
化により工数低減することで大幅なコストダウ
ンが可能となります。アルミやステンレス材に
対しても固着させることが可能です。近年ニー
ズの高まる高張力鋼板に対しても適用可能な製
品も取り揃えております。適用サイズは M4～
M14 です。
（3）ITM
　ITM はマグネシウム材など合金鋼への締め
付けを前提に開発された特殊なねじ山とピッチ，
ねじ山成形部を有する精密用タッピンねじです。
適用サイズは M1.4～M2 です。
（4）ITAL
　ITAL は主としてアルミニウム材への締め付
けを前提に開発された特殊なねじ山とピッチ，
ねじ山成形部を有するタッピンねじです。適用
サイズは M3～M5 です。
（5）タッピンボルト
　アルミニウム・マグネシウムなどの軽合金用
に開発されたタップレス化が可能なボルトです。
ねじ込みトルクが低くねじ込むと同時に相手材
にめねじを形成しボルトの様に軸力締結をする
ことが可能です。相手のタップ工程廃止による
大幅なコスト低減が可能です。適用サイズは
M5～M8 です。

◦オリジナル商品を説明する篤統括所長
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〈アース性機能向上製品〉
（1）座面アースボルト
　SL ボルトのねじ部の微笑突起と頭部座面に円
周上のリング突起を追加することでねじ部と座
面部の両方で相手の塗膜を剥離し，アースを取
ることが出来ます。EV 車バッテリーのハーネ
スなど電気関連部位や従来マスキング工程を加
えて塗装がのらないように電気導通を取ってい
た部位にマスキング廃止の VA 提案で採用され
た実績が御座います。
（2）アースナット／座面アースナット
　UPS ナット P タイプ機能とフランジ面のねじ
部に設けられた切欠きによって相手の塗膜を剥
離しアースを取ることが出来ます。アースボル
トと同様，マスキング工程を廃止できるので工
数低減によるコストダウンが可能です。座面ア
ースボルト同様，座面にリング突起を付けた座
面アースナットも採用実績が御座います。

〈盗難防止用製品〉
（1）ITRファスナー／HTSファスナー
　いたずら防止用ファスナーといえば特殊な締
付け工具が必要となりますが，ITR ファスナー
は市販の十字ドライバーで締め付けが出来，取
り外しができないワンウェイ機能を持ち合わせ
ています。六角穴タイプで市販の六角棒スパナ
を使用して締付け，取り外しが出来ないワンウ
ェイ機能を持った HTS ファスナーも御座いま
す。

〈焼き付き防止・作業性改善〉
（1）AAボルト
　先端の特殊ねじ山形状により斜め締めによる
ボルト締付け不具合を防止するかじり焼き付き
防止ボルトです。締付け作業効率が高くなり組
み立て費用の低減や補修コストの削減が図れま
す。サイズは M5～M8 です。
（2）NCR
　十字穴ねじはトルクを加えた時に十字穴とド
ライバービットの相対的な滑りによるビットの

浮き上がり現象，いわゆるカムアウトが作業に
悪影響を及ぼします。またカムアウトによる十
字穴の破損（リームアウト）は，締め付けは勿
論，戻し作業を不可能にします。そうした問題
を解決する NCR は安定した作業と信頼性を発
揮するカムアウト防止リセスです。

　当社は SOFI 構想（イワタボルト最適締結シ
ステム）の御提供をコンセプトに創造提案型企
業として“いま最善のねじ”を提供していくこ
とを使命に，技術・品質・コストに魅力ある製
品を御提供させて頂きます。又，お客様個々に
展示会や勉強会をいつでも開催出来る様に事前
の準備をさせて頂いております。ねじに関して
不明点等有りましたら何なりとご用命頂ければ
幸いでございます。今後ともより一層のご愛顧
賜ります様，よろしく御願い申し上げます。

◦第 23 回機械要素技術展（東京ビッグサイトにて）
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 ••••••••••••••• ••••••••••••••• •••••••••••••
　　2019 年賀詞交歓会発表

引張検査，硬さ検査　実施徹底のお願い
責任者　品質管理課　部長　須藤　滋　
発表者　品質管理課　主任　寺坂　裕治

••••••••••••••• ••••••••••••••• •••••••••••••
　日頃は，当社の品質環境管理活動にご協力頂き誠にありがとうございます。今回は，「引張検
査，硬さ検査実施徹底のお願い」について説明いたします。

１．不具合状況紹介，引張，硬さ検査徹底
１－１．不具合状況
　　当社の 2018 年不具合状況を説明いたします。2018 年のクレーム総件数は前年比マイナス

4％ と，過去 10 年で最も少ない件数でした。一方で，重大クレームは前年比増加してしまい
ました。

　　重大クレームのうち，機能不良が 59% を占めています（付図１）。これらはすべて，適切
な検査を行っていれば流出を防止できていました。なぜなぜ分析や FMEA の活用などで発
生原因を排除することは大切ですが，出荷前に流出を食い止めることも必要です。製品を使
用する際に発見されますと，早急な対策に加え，不具合品回収や代替処置も行わなければな
りません。

　　　　付図 1
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１－２．自社内検査の必要性
　　発生した重大クレームに共通する点は，製品保証に必要な検査が自社内で行われていなか

ったことです。社内における異常の検出に対する体制が不足していました。

　　機能不良のような重大クレームはめったに起こることではない，又は絶対に起こらないと
お考えかもしれません。しかしながら，当社は多くの協力工場様にお取引いただいておりま
す。それぞれの協力工場様では，めったに起こらないことであっても，防止策を徹底してお
かなければ，当社としての発生頻度が高まり，結果として，お客様へご迷惑をかけることになっ
てしまいます。

　また，検査に関わるお客様要求を見ても社内検査の必要性が分かります。

　　このような状況の中，イワタボルトはねじ製造及び供給会社として，不良をつくらない，受
け入れない，出さないという責任があります。協力工場様とともに品質をつくり込み，品質
が保証された製品をイワタボルトが購入し販売することを，お客様から期待されております。
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１－３．お願い事項
　　 1 つ目は，検査成績書への引張，硬さ検査結果ご記載のお願いです。現在も検査成績書へ

の引張，硬さ測定結果が未記載の製品があります。当社で受入の際，ねじり試験または硬さ
測定により品質確認を行っておりますが，硬さ検査結果が未記載ということは協力工場様に
おける品質保証として不十分なため，ご記載の徹底をお願いいたします。

　 2 つ目は，自社内での引張検査，硬さ検査実施のお願いです。
・強度区分 8.8（7T）以上の製品
・溶接ボルト
・頭部（またはツバ部）高さが軸径の 1/3 未満の製品
・応力除去焼鈍しのない強度区分 6.8 の製品
・首下 R が JIS 規格値未満の製品・首元からリセス底までの距離が JIS 規格未満の製品
・頭部サイズに対するリセスサイズが JIS 規格よりも大きい製品
については，ロット毎 3 個以上，自社内での引張検査をお願いいたします。

　硬さ検査は
・強度区分 8.8（7T）以上の製品
・図面に硬さ指定のある製品
の社内検査をお願いいたします。ロックウェル硬さ，ビッカース硬さ等，製品仕様に合った
測定を行ってください。

　自社内での引張，硬さ検査をお願いする製品について，当社からの依頼方法を説明いたし
ます。新製品は，見積りの際に引張，硬さ検査が必要な旨を明記いたします。

　現行流動品は対象となる製品をお伝えし，検査実施を進めてまいります。
2 月末までに対象製品の連絡と実施可否確認の依頼を協力工場様へお送りします。
3 月末までにご回答を頂き，4 月以降対象製品の検査実施を進め，
2019 年内に協力工場様自社内での全点引張，硬さ検査実施完了を目標としています。

　引張検査，硬さ検査実施へのご協力を何卒よろしくお願いいたします。

２．イワタボルトの検査体制強化，その他のお願い
２－１．営業所への検査機器導入

　イワタボルトでは，社内での受入検査体制強化として，国内 24 事業所，海外 16 事業所に
画像寸法測定器を導入し，検査を実施しています。製品毎に測定条件が登録してあり，寸法
測定を省力化しております。

　機械的性質の検査体制強化として，自社で製作した自動締付け検査機を全事業所へ導入し，



15

今年の 4 月より運用を開始いたします。この検査は実際の締付けを想定し，製品が該当する
強度区分における，降伏の 70% の締付け力まで問題無く締付けできるかどうかの確認を目的
としています。手動でトルクレンチを用いた方法と比べ省力化が図れ，測定したデータはデ
ータサーバ内に蓄積されます。協力工場様における部品単品保証と合わせて，お客様への品
質保証のレベルを高めていきます。

2 Ｄ画像寸法測定器

自動締付け検査機
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２－２．その他のお願い
　その他のお願いの 1 つ目は，画像又は，光学検査機導入についてです。これまでも，協力
工場様に検査機を導入して頂き，混入クレーム削減を進めて参りました。引き続き検査機を
導入し，今年中に製品全点の実施をお願いいたします。画像検査機への切り替えは，重要保
安部品，準重要保安部品，自動車部品で流動数が多いものを優先してください。新製品は画
像又は光学検査を必ず実施いただくようお願いいたします。

　その他のお願いの 2 つ目は，品質帳票，記録類整備の徹底です。昨年の品質総点検では多大
なご協力をいただきありがとうございました。中には，帳票どうしの不整合が見つかり，ご
修正いただいた例もございます。引き続き，以下の帳票類に不整合が無いよう管理，見直し
の継続をお願いいたします。
　・お客様図面
　・製造図
　・検査規格書，検査成績書
　・管理工程図
　・工程 FMEA（工程故障モード影響解析）
　・工程内記録
　要求時：PPAP（生産部品承認プロセス）レベル 3 資料

おねじ部品の画像検査機の例

横カメラ
主な検査箇所：ねじ部外径，長さ
　　　　　　　ねじ有無
　　　　　　　頭部高さ
　　　　　　　座金の有無　等

上部カメラ
主な検査箇所：頭部外径
　　　　　　　十字穴形状や異物
　　　　　　　フランジ外径　等
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３．資材課からのお願い
・品質保証活動の更なる維持，継続のお願い
　　特に検査，工程変更管理の徹底をお願いします。
・競争力のある価格設定
　　材料価格に縛られない VA・VE を加味した競争力のある価格設定をお願いします。
・生産性の向上，人手不足に対する対策
　　国内外のリスクに備えた生産，供給体制確保をお願いします。
・EDI を利用した情報提供のお願い
　　新設備や新製品・新工法を始め，常に新しい情報をご提供ください。

４．おわりに
　終わりになりましたが，品質保証は ISO 等に基づく共通した認識がある一方，現場の管理
やものづくりは各協力工場様において様々な考え方のもと，日々の品質向上にご尽力頂いて
いると拝察いたします。
　イワタボルトも同様に，ねじ製造，供給会社としての役目を果たすため品質保証とは何か
を考え，実行しています。
当社品質・環境要求へのより一層のご協力を頂きますよう，よろしくお願い申し上げます。
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•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

2019 年賀詞交歓会
米国オハイオ・タイ工場の拡張完了

全事業所に「自動締付検査機」導入と品質保証体制の更なる強化を訴え
資材課　課長　長崎　泰幸

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••
　イワタボルト 2019 年賀詞交歓会が 1 月 18 日

（金）午後 4 時より東京都港区の八芳園・本館に
て開催されました。
　今年も協力工場及び関係者の方々多数のご出
席を頂き，親交を深めると同時に当社の品質保
証と営業展開への取り組みについて報告をいた
しました。
　当日，賀詞交歓会に先立ち午後 3 時 30 分より
品質管理課，寺坂裕治による「引張検査，硬さ
検査　実施徹底のお願い」と題した社員発表を
行い協力工場が委託加工を行う場合は，自社内
の品質保証の一部と考え社内でも検査実施をし
て頂く事を改めて強く要請しました。
　賀詞交歓会は，五反田営業所の南澤まどか司
会進行により開催し，岩田社長は年頭挨拶とし
て以下のように述べております。
　昨年の当社業績は，「国内売り上げは，一昨年
2017 年と比較して横ばいだった」。先ず，国内
拠点について，昨年は上田営業所の移転が完了
し拡充されました。
　一方で海外拠点については，米国にあるオハ
イオ工場の拡張工事が完了して延床面積 5,500
坪の建屋が完成した事とタイ工場についても拡
張工事が完了して約 3,000 坪の建屋が完成し国
内外各拠点の営業力と生産体制を強化していく
事を報告しました。
　また，品質保証体制については，全事業所に
自社開発の「自動締付け検査機」の導入を始め
ており一昨年に導入した画像寸法測定機と合わ
せて，自社の検査体制の更なる強化を示したほ
か，出席者にも委託加工先会社を含めた「全工

程の品質管理」体制の構築を呼びかけ画像検査
や光学検査機を通した製品の供給を呼びかけま
した。
　お客様への営業展開として自社が進める
SOFI 構想（イワタボルト最適締結システム）に
基づく取り組みを引き続き進めており，SOFIT
号を利用してお客様を訪問して締結技術を含め
たねじの勉強会を開催している事。
　また，今年も「東京モーターショウ 2019」な
どの各種展示会に出展する事を報告しました。
　当日は，出席した取引先メーカーの中に海外
企業も複数社出席頂いていることを上げて国際
競争力の強化を呼びかけました。

　最後に当社は，今年で創業 70 周年を迎えるが
区切りの年になる。より一層，品質を皆様と作
り込んで出席者全員が良い年になる様にしたい
と締め括りました。
　社長挨拶に続いて，資材課からは今年も以下
の通り 4 つお願いをさせて頂きました。

◦挨拶をする岩田社長
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　一つ目は，「品質保証活動の更なる維持・継
続」のお願い。
　お客様に安心と信頼を提供する為にも，より
一層の，品質保証活動のお願いします。
　二つ目は，「競争力のある価格設定」のお願い。
　原材料コストに左右されない VA・VE を絡め
たご提案をお願いします。
　三つ目は，「生産性の向上・人手不足に対する
対策」のお願い。
　人材不足への対応。個人の能力を最大限発揮
できる人材育成の取り組み「人材教育」の推進。
　四つ目は，「資材 EDI による情報提供のお願い。
　当社の EDI を利用して各営業拠点への新製
品・新技術の情報展開の要請。
　この後，岩田専務の「皆様方と力を合わせて
今年もがんばりましょう。」と杯をあげ開宴しま

した。この後，恒例の抽選会も行い親交を深め
ました。
　最後に岩田常務より「昨年は，製造面では海
外工場の拡張を行いました。
　また，営業面では昨年に続いて勉強会・展示
会の開催を通じてより一層，拡販を強化いたし
ますので皆様方の協力をお願いします。」との中
締めをもってお開きとなりました。
　尚，社内発表の「引張検査，硬さ検査　実施
徹底のお願い」についての詳細は別掲記載の通
りです。会の開催を通じてより一層，拡販を強
化いたしますので皆様方の協力をお願いしま
す。」との中締めをもってお開きとなりました。
　尚，社内発表の「引張検査，硬さ検査　実施
徹底のお願い」についての詳細は別掲記載の通
りです。

◦乾杯をする岩田専務

◦社員発表をする品質管理課・寺坂主任

◦中締めをする岩田常務

◦挨拶をする資材課・長崎課長
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•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

2019 年　年頭集会　開催

総務課　課長　岡安　聡
•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••
　イワタボルト株式会社は 2019 年の年頭集会を
1 月 11 日（金）午後 12 時 45 分から，本社 7 階の
講堂で開催しました。
　岩田社長の年頭の挨拶では，「品質問題が起き
ると会社の価値が落ちてしまう。品質問題の後
始末に追われないように，前向きな仕事で一年
を過ごせるように，元気に業務にあたってほし
い」と社員を激励しました。
　続いて昇任の人事発令が行われた後，専務，
常務，取締役，久保田部長をはじめ，海外現地
法人を含めた各責任者が所信を表明。
　次いで表彰式が行われ，2018 年度 12 月度の
団体賞（特別賞・努力賞），最優良・優良事業所
賞，創造改善提案表彰，勤続賞（ 5 年・10 年・
20 年・30 年・特別賞）の各賞を表彰し，中途入
社社員の紹介を行いました。
　当日はまた，社員発表で品質管理課に寺坂裕
治主任が「引張検査，硬さ検査　実施徹底のお
願い」について説明し，最後に専務が閉会の辞
を述べて年頭集会を終えました。
　この後，今年の昇任者・10 年以上の永年勤続

者の皆さんと会食祝賀会を本社近くの「ホテル
ルートイン五反田」で開き，社長，専務，常務，
取締役の役員と各担当責任者合わせて 66 名が出
席して会食，昇任・永年勤続者の皆さんを祝福
するとともに今後のますますの活躍を期待して
杯を高くし，新たな決意を以って楽しいひとと
きを過ごしました。
◇昇任者の皆さん

（2019 年 1 月 11 日発令，1 月 21 日昇任）
宇都宮営業所	 福田伊佐央　主任

一関営業所	 佐藤　常　　主任

メキシコ	 中畝　明喜　主任

湘南相模営業所	 小林　正史　副主査より主任

上田営業所	 内田　洋　　副主査より主任

三重営業所	 大鹿　健　　主任より係長

オハイオ工場	 鈴木　琢己　主任より係長
武漢	 毛利　聡　　主任より係長

つくば営業所	 岡本　章宏　主任より所長心得

シンガポール	 向田　圭太　所長心得より所長代理

ナッシュビル	 田村　泰司　所長代理より所長

富士営業所	 風岡　茂訓　所長代理より所長

◦今年の昇任者・永年勤続者の皆さんと会食祝賀会（ホテルルートイン五反田）






